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泉北地域水防災連絡協議会規約改正の概要

泉北地域水防災連絡協議会では、水防災に関する意見交換の場として、関係事務所・
市町・警察・消防部局や占用者で組織してきたが、平成２９年６月に改正された水防法の
第十五条の十「都道府県大規模氾濫減災対策協議会」※に準ずる協議会に位置付け、
洪水をはじめ、土砂災害や高潮、津波も対象とした水災害への減災、防災対策に関する
取組方針の協議や策定を、これまでの協議会の取組みに加えるため、本協議会の規約
改正を行うものとする。

※水防法第十五条の十 （都道府県大規模氾濫減災対策協議会）

都道府県知事は、第十一条第一項又は第十三条第二項の規定により指定した河川について、想定最大規模降
雨により当該河川が氾濫した場合の水災による被害の軽減に資する取組を総合的かつ一体的に推進するために
必要な協議を行うための協議会を組織することができる。

協議会規約改正の主旨

これまでの目的
■洪水、津波又は高潮に関する水防災に
関する取組み

これまでの取り組み
■水防計画等の市等関係機関への周知
■雨量・水位等の情報伝達
■情報連絡系統の整備
■水防体制、備蓄器材に関する情報交換
■水防災に係る危機管理に関する情報交換

追加する目的
◆土砂災害
◆水防法第十五条の十に準じる協議会位置
付け

追加する取り組み
◆防災、減災対策の取組方針を定めるための
協議・検討・共有
（５年間で達成目標の検討・共有）
◆防災、減災対策の取組方針等を検討する
行政ＷＧを組織する。

規約改正の概要・変更点

【協議会構成員について】

資料２



泉北地域における水災害への
防災・減災に関する取組について

平成２９年度 泉北地域水防災連絡協議会
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泉北地域の概要

泉北地域は、大津川水系と石津川水系の
水と金剛生駒紀泉国定公園に代表される緑
に恵まれ、港町として栄えた堺を始めとす
る泉州の町が早くから開けており、関西国
際空港の開港以来、ますます発展する魅力
ある地域です。大阪府南部の区域は、主と
して内陸部の既成市街地と泉北丘陵地帯及
び臨海部の工業地帯で形成され、人口が集
中した区域です。
泉北地域では、直轄管理河川の一級河川
大和川と、大阪府管理の二級河川石津川、
大津川などの１７河川（約７６ｋｍ）があ
り、また、和泉市、堺市に位置する和泉山
系には多くの砂防施設を管理しています。
沿岸部の堺泉北港には、多くの水門など
の防潮施設により高潮等に備えています。

泉北地域の概要

〔H29.12月現在〕 人 口（人） 面 積（ｋ㎡）

堺 市 833,976 149.82

泉大津市 75,205 14.31

和泉市 185,467 84.98

高石市 56,441 11.30

忠岡町 17,006 3.97

泉北地域 計 1,168,095 264.38 2



防災・減災に関する取組概要（国・緊急行動計画）
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現状の防災・減災に関する取組状況
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情報伝達、避難計画等に関する事項

住民避難に備えたホットライン構築

河川の水位上昇状況や土砂災害警戒情報など、住民
の避難行動に必要な情報を、見逃さず、迅速かつ確実
に市町村長へ伝えるホットラインを構築

現行：４市１町と河川水位及び土砂災害に関する情報を伝えるホットラインを構築済み
（平成２９年度より）

府
市
町

氾
濫
発
生
前
に

避
難
勧
告
発
令

ホットライン
氾濫等の
見通し

【河川情報 ホットライン】 【土砂災害警戒情報 ホットライン】

漏水箇所
等確認

今後・５年間の取組
洪水、土砂災害で構築したホットラインの検証、水位設定している河川や高潮災害に
備えたホットラインの構築を検討

台風２１号時、石津川、槇尾川等の水位上昇や
土砂災害警戒情報をホットラインで伝達

10/22 発表

土砂災害の危険性が高まっ

ている地域をメッシュ情報で
確認してください。
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情報伝達、避難計画等に関する事項

台風襲来などの大規模水害に備え、市、町、大阪府などの関係機関と連携し、事前に取るべき行
動を時系列で整理したタイムライン（防災行動計画）を作成

水害対応タイムライン構築

災害が発生することを前提
として、関係機関が事前にと
るべき行動を「いつ」「誰
が」「何をするか」に着目し
た防災行動計画
「いつ」を決めることで、

其々が迷う時間を少なくし、
「時間軸」を考慮することで、
行動の無理・無駄が把握でき
ます。
「誰が」「何を」をするか

を１枚にまとめて共有するこ
とで、関係者が連携した防災
活動、避難行動に繋がります。

【行政間タイムライン（事例：高石市⇔大阪府）】

い

つ

【タイムラインとは】

誰 が

何をするか

現行：大阪府と４市１町の行政機関にて、洪水・土砂災害のタイムラインを構築済み
（平成２９年度より）

今後・５年間の取組
行政機関及び消防、警察、自衛隊やライフライン、鉄道機関等の多機関が連携した
タイムライン作成を進める



【多機関連携型タイムラインの目的と効果】
l平時からの各機関・団体間の協議の場の構築により、緊急時の円滑な連携調整が可能
l大阪府、市町、関係団体、それぞれの防災行動の確認と、各主体間をつなぐコミュニケーションツール
l組織間連携により、機関の対応のばらつきをなくすことができる
l先を見越した対応行動でより余裕をもち的確な対応が可能となる
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基準超過 台風の発生、襲来の可能性 情報収集 調整 調整 調整 調整 助言

120時間前 タイムラインの立上げ（基準に基づく） 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120時間前から 防災情報の収集・共有 情報収集 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120～96時間前 防災行動の企画立案・組織内役割の確認 計画 調整 調整 調整 調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120～96時間前 管内管理施設の巡視・点検 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動

120時間前～随時 住民等への定期的な防災情報の提供 行動 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動

基準超過 台風の影響あり、気象・水象現象が注意状況 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

72～48時間前 想定現象別の避難計画の立案・調整 計画 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 助言 助言 共有 共有 共有 共有

72～48時間前 要援護者等の自主避難にかかる事前調整 指揮調整 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有

72～36時間前 住民・利用者への避難予告 指揮調整 共有 共有 指揮 共有 共有

基準超過 気象警報または、河川はん濫の可能性 意思決定 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

水防警報発表 水防団の出動判断 指揮調整 協働 判断

48～24時間前 避難所の開設準備 指揮調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

36～24時間前 自主避難のよびかけ（要援護者避難の実施) 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

基準超過 はん濫危険水位超過、の可能性 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 協働 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

基準水位超過 避難情報の発表 意思決定 共有 共有 共有 行動 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

36～6時間前 住民の避難およびその支援 指揮調整 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動 助言 共有 共有 行動 行動 行動 行動

12～6時間前 救助・避難誘導 指揮調整 共有 共有 共有 共有 行動 行動 行動 共有 共有 共有 行動 行動 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

基準超過 台風最接近、河川はん濫 発生 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

6時間前 垂直避難（緊急）の呼びかけ 指揮調整 共有 共有 共有 行動 行動 行動 行動 助言 助言 助言 助言 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

6～０時間 消防・警察 退避 指揮調整 行動 行動 行動 行動 行動
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120時間前 タイムラインの立上げ（基準に基づく） 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120時間前から 防災情報の収集・共有 情報収集 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120～96時間前 防災行動の企画立案・組織内役割の確認 計画 調整 調整 調整 調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

120～96時間前 管内管理施設の巡視・点検 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動

120時間前～随時 住民等への定期的な防災情報の提供 行動 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動

基準超過 台風の影響あり、気象・水象現象が注意状況 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

72～48時間前 想定現象別の避難計画の立案・調整 計画 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 助言 助言 共有 共有 共有 共有

72～48時間前 要援護者等の自主避難にかかる事前調整 指揮調整 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有

72～36時間前 住民・利用者への避難予告 指揮調整 共有 共有 指揮 共有 共有

基準超過 気象警報または、河川はん濫の可能性 意思決定 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

水防警報発表 水防団の出動判断 指揮調整 協働 判断

48～24時間前 避難所の開設準備 指揮調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

36～24時間前 自主避難のよびかけ（要援護者避難の実施) 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

基準超過 はん濫危険水位超過、の可能性 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 協働 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

基準水位超過 避難情報の発表 意思決定 共有 共有 共有 行動 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

36～6時間前 住民の避難およびその支援 指揮調整 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動 助言 共有 共有 行動 行動 行動 行動

12～6時間前 救助・避難誘導 指揮調整 共有 共有 共有 共有 行動 行動 行動 共有 共有 共有 行動 行動 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

基準超過 台風最接近、河川はん濫 発生 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

6時間前 垂直避難（緊急）の呼びかけ 指揮調整 共有 共有 共有 行動 行動 行動 行動 助言 助言 助言 助言 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

6～０時間 消防・警察 退避 指揮調整 行動 行動 行動 行動 行動
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防災機関の横断的な連携

災害シナリオを
イメージ

(台風２１号降雨）

災害時の
防災行動を
振り返り

防災行動項目の
抽出と
段階別整理

多機関が参加したワークショップ （策定する過程が重要）

多機関連携型タイムライン

情報伝達、避難計画等に関する事項

多機関参加の
図上訓練など
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情報伝達、避難計画等に関する事項

現行で提供している河川水位や雨量などの防災情報の充実に加え、ＩＣＴを活用し住民へ分かり
やすい防災情報の提供に努める

ＩＣＴを活用した洪水情報の提供

雨量・水位情報

管内河川の河川画像

スマートフォン版ＨＰの検討

危機管理型水位計設置を検討
（低コストの水位計）

【防災情報の充実案】【ＨＰ等で提供している防災情報】

現行：河川水位や雨量、府管理河川の９０箇所の河川画像をＨＰ上で提供、河川水位上昇や
避難勧告等の防災情報をメール配信

今後・５年間の取組
河川水位や雨量などの情報提供のリアルタイム化やプッシュ型配信、洪水時に特化した
危機管理型水位計の設置を進める



9

情報伝達、避難計画等に関する事項

要配慮者利用施設の避難対応

水害リスクが高い区域や土砂災害警戒区域等に存する
要配慮者利用施設については、水防法等において避難確
保計画や避難訓練の実施を義務化

泉大津市内の
施設で避難訓練

（堺市）

（忠岡町）

現行：平成２９年５月までに市、町で要配慮者利用施設管理者への説明会を実施。市、町の
地域防災計画に水害リスクや土砂災害警戒区域にある施設を位置付け

今後・５年間の取組
市、町は、引き続き、要配慮者利用施設管理者へ避難確保計画作成や訓練実施への
周知や助言、支援する。また、大阪府も市、町へ支援する

【要配慮者利用施設管理者への説明会】

市、町で
説明会実施
約９００施設が
参加

施設作成の
避難計画に
水害編等も
追加

和泉市域の施設
の避難確保計画

【避難訓練や避難確保計画】



10

平常時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

想定最大規模の浸水想定区域図、水害ハザードマップ

住民の避難行動につながる地域の水害危険性の周知するため、大阪府（河川・高潮）は想定最
大規模の浸水想定区域図作成、周知に努める。また、作成された浸水想定区域図を基に関連する
市、町は水害ハザードマップを作成、住民への周知や避難訓練等に努める

10

現行：大阪府管理河川（管内１７河川）の「洪水リスク表示図」を公表。市、町において、
洪水、土砂災害、津波の防災ハザードマップを作成、住民へ配布

今後・５年間の取組
大阪府は想定最大規模の洪水、高潮の浸水想定区域図を作成、周知に努める。市、町は、
想定最大規模の浸水想定区域図を基に防災ハザードマップの更新、周知に努める

【洪水リスク表示図】 【市、町のハザードマップ、避難訓練】

泉大津市ハザードマップ

高石市津波避難訓練



平常時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

水害リスクの高い地域や土砂災害警戒区域にある地域の自治会や自主防災組織等を対象とした防
災出前講座や地域版ハザードマップ作成等に努め、住民の防災意識向上へ繋げる

地域版ハザードマップ作成など

土砂・洪水の
地域版

ハザードマップ

夜間避難訓練の様子

【市町ハザードマップ、避難訓練】

1111

現行：市、町は、土砂災害や水害リスクの高い自治会や校区での地域版ハザードマップ作成
を支援。大阪府も、市、町で進めるマップ作成などに支援する

今後・５年間の取組
市、町は、引き続き、地域版ハザードマップ作成を進め、教育委員会と連携、協力して、
学校における防災教育の充実を図る。大阪府も、市、町の取組みに積極的に支援する

まち歩きの様子

【防災出前講座など】

高石市自主防災リーダー
への防災講演

和泉市での
地域版ハザードマップ作成



水防体制の強化、自衛水防の推進

水防体制の強化、水防に関する広報など

水防活動に係わる関係者（市、町、大阪府、消防機関等）が連携し、水防箇所の点検や技術向
上のための水防訓練、また、水防活動の広報等を行い、より一層の水防体制の強化や自衛水防の
推進に努める

1212

現行：市、町や消防機関による水防演習や重要水防箇所の合同点検、府主催の風水害訓練との
連携訓練などを行い、水防体制の連携や技術力強化

今後・５年間の取組
各機関が連携した水防体制の強化となる演習や点検を継続するとともに、大規模水害に
備えた広域的、効率的な水防活動が行えるよう各機関の協力体制の検討を進める

大和川水防・地域防災総合演習

【合同水防演習や訓練】 【市、町の水防演習や訓練、団員募集など広報】

高石市水防演習

水防団・消防団員募集



洪水氾濫等を未然に防ぐ対策

河川管理施設等の着実な整備等

「今後の治水対策の進め方（平成22年6月）」「今後の土砂災害対策の進め方（平成24年8
月）」策定、人命を守ることを最優先にすることを基本的理念とし、府民が実感できる「防ぐ」
施策の着実な実施に努める

13

今後・５年間の取組
河川整備計画や中期計画等に基づき、河川改修や土砂災害対策などを着実に実施していくと
ともに、整備状況等や整備方針について協議会で情報共有を図る

【河川改修、津波（高潮）、土砂災害対策など】

分流⼯

しまだの橋上流

芦田川河川改修
（高石市域）

王子川水門耐波・耐水対策

堺旧港の整備



洪水氾濫等を未然に防ぐ対策

河川施設等の維持管理

大阪府では、河川や砂防施設の定期点検や必要に応じて緊急点検を実施し、施設の状況を把握
を行い、堆積土砂撤去など適切な維持管理に努めている。また、身近な河川や砂防施設の状況を
知って頂くために府民へ「河川砂防施設の点検結果」や「河川特性マップ」を公表

1414

今後・５年間の取組
河川、砂防施設等の適切な維持管理に努めるとともに、維持管理（堆積土砂除去や河道
内草木対策）状況や定期点検結果、実施時期等について協議会で情報共有を図る

【河川堆積土砂除去など】 【河川砂防施設点検等の実施及び公表】

大津川

⽯津川⽼朽対策
（矢板護岸）

河川砂防施設等の点検結果や
河川特性マップをＨＰや紙面で公表



⽬標を達成するために概ね５年間で実施する具体的な取組（案）
 具体的な取組の柱

 事 項

（１）円滑かつ迅速な避難のための取組

 ①情報伝達、避難計画等に関する事項

地
域
住
⺠

関係者

警
察
・
消
防

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

運
輸
事
業
者

・協議会の場等を活⽤し、危機管理型⽔位計の設置について検討。

【避難勧告型タイムラインの活用】
⾵⽔害訓練等を実施し、避難勧告の発令基準やタイムラインの⾒直し等を⾏う。

【多機関連携型タイムラインの作成】
協議会において多機関連携型タイムラインを検討する。

⾼潮時における海岸管理者等から
の情報提供等（ホットラインの構
築）

想定最大規模の高潮浸水想定区域及び水位周知海岸の指定により、必要に応じて現地に
潮位計を設置し、高潮特別警戒水位を設定した場合は、沿岸市町とホットラインの構築す
る。

・その他、⽔位設定している河川及び危機管理型⽔位計を設置する河川について、引き続き
ホットラインの構築を目指す

・その他、⽔位設定している河川及び危機管理型⽔位計を設置する河川について、引き続き
ホットラインの構築を目指す

【協議会での実施状況の確認】
協議会において、⽔害危険性の周知の実施状況の確認を⾏う。

【協議会での実施状況の確認】
協議会において、⾼潮災害危険性周知の実施状況の報告と協議・検討を⾏う。

河
川
室

泉北地域⽔防災連絡協議会

港
湾
・
水
産
部
局

主な取組内容
目標期間

上段︓開始時期
下段︓達成時期

関係機関の役割分担

大阪府 国
鳳
土
木
事
務
所

近
畿
地
整

気
象
台

実施する機関
【● ︓ 実施済（実施中） ◎︓概ね5年間で実施する予定】
市町

洪⽔時における河川管理者からの
情報提供等（ホットラインの構
築）

・2017年5⽉から⼤津川、槇尾川、⽜滝川、⽯津川、芦⽥川のホットラインを実施

危
機
管
理
室

事
業
管
理
室

具体的な取組

堺
市

和
泉
市

泉
大
津
市

高
石
市

忠
岡
町

土砂災害警戒情報の提供（ホッ
トラインの構築）

2017年5⽉から⼟砂災害警戒区域等に指定されている堺市、和泉市とホットラインを実施

⼟砂災害警戒情報の⾒直し ⼟砂災害警戒情報の基準⾒直し及びホームページの更新を実施する。

避難勧告等発令の対象区域、判
断基準等の確認（水害対応タイ
ムライン）

【避難勧告型タイムラインの作成】
・2017年5⽉に府、市町の⾏政間で構築した⼤津川、槇尾川、⽜滝川、⽯津川、芦⽥川の
タイムラインを作成済み

【多機関連携型タイムラインの作成】
協議会において多機関連携型タイムラインを検討する。

避難勧告等発令の対象区域、判
断基準等の確認（土砂災害タイ
ムライン）

【避難勧告型タイムラインの作成】
土砂災害警戒区域等に指定されている堺市、和泉市においてタイムライン作成済み。

水害危険性の周知促進 【水位周知河川の拡大】
水位周知河川の拡大について検討する。

【避難勧告型タイムラインの活用】
⼟砂災害対応タイムラインも活⽤した避難訓練等を実施し、避難勧告の発令基準やタイムラ
インの⾒直し等を⾏う。

土砂災害情報の周知 ・協議会の取組状況について⼤阪府総合⼟砂災害対策推進連絡会と情報共有を⾏う。
・2016年9⽉までに指定済みの⼟砂災害警戒区域、⼟砂災害特別警戒区域をＨＰや紙
ベースで公表済み。

高潮災害の危険性の周知 【浸水想定及び高潮水位の情報提供】
想定最大規模の高潮浸水想定区域及び水位周知海岸の指定、必要に応じて現地に潮位
計を設置し、⾼潮特別警戒⽔位の設定等を⾏う。

【浸水想定及び河川水位の情報提供】
・想定最⼤規模の降⾬による浸⽔想定区域図を⼤津川、槇尾川、⽜滝川、⽯津川、芦⽥
川で実施。

避難勧告等発令の対象区域、判
断基準等の確認（高潮対応タイ
ムライン）

【避難勧告型タイムラインの作成】
想定最大規模の高潮浸水想定区域及び水位周知海岸の指定により、必要に応じて現地に
潮位計を設置し、高潮特別警戒水位を設定した場合は、避難勧告型タイムラインを作成す
る。

【避難勧告等タイムラインの活用】
高潮対応タイムラインを作成した場合は、風水害訓練等を実施し、関係機関と連携した訓練
を通して避難勧告の発令基準やタイムラインの⾒直し等を⾏う。

【多機関連携型タイムラインの作成】
浸水最大規模の高潮浸水想定区域及び水位周知海岸の指定により、必要に応じて現地に
潮位計を設置し、高潮特別警戒水位を設定した場合は、多機関連携型タイムラインを作成
する。

資料４



⽬標を達成するために概ね５年間で実施する具体的な取組（案）
 具体的な取組の柱

 事 項
地
域
住
⺠

関係者

警
察
・
消
防

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

運
輸
事
業
者

河
川
室

泉北地域⽔防災連絡協議会

港
湾
・
水
産
部
局

主な取組内容
目標期間

上段︓開始時期
下段︓達成時期

関係機関の役割分担

大阪府 国
鳳
土
木
事
務
所

近
畿
地
整

気
象
台

実施する機関
【● ︓ 実施済（実施中） ◎︓概ね5年間で実施する予定】
市町

危
機
管
理
室

事
業
管
理
室

具体的な取組

堺
市

和
泉
市

泉
大
津
市

高
石
市

忠
岡
町

資料４

 ②平時からの住⺠等への周知・教育・訓練に関する事項

・2020年度までに府が⽔防災の情報収集・配信する「⽔防災情報システム」を更新する。
更新内容︓情報提供のリアルタイム化、スマートフォン版のＨＰ配信

【高潮浸水想定区域図による水害（防災）ハザードマップの作成と周知】
・想定最大規模の高潮による浸水想定区域図が作成された場合は、市町において速やかに
当該浸水想定等に基づく水害（防災）ハザードマップ等を作成・周知。
・水害（防災）ハザードマップの作成後は、市町は速やかにそのデータを国に提供するととも
に、国において速やかに国⼟交通省ハザードマップポータルサイトへ登録し、住⺠等へ広く周
知。
・市町は、水害（防災）ハザードマップの訓練等への活用について検討したうえで実施。

想定最大規模の高潮に係る浸水
想定区域図等の作成と周知

2018年度までに想定最⼤規模の⾼潮による浸⽔想定区域図の作成、公表を⾏う。

想定最大規模の洪水に係る浸水
想定区域図等の作成と周知

・2019年度までに⼤津川、槇尾川、⽜滝川、⽯津川、芦⽥川で想定最⼤規模の降⾬によ
る浸⽔想定区域図の作成、公表を⾏う。

ICTを活用した洪水情報の提供 【情報提供の拡大】
・危機管理型⽔位計の設置に伴う洪⽔時の⽔位の情報提供を拡⼤する。

隣接市町村における避難場所の
設定（広域避難体制の構築）等

災害リスク情報を踏まえて避難場所及び避難経路を検討し、隣接市町への広域避難が必要
となる場合は、協議会の場等を活⽤して、隣接市町における避難場所の設定や災害時の連
絡体制等について検討・調整を⾏う。

要配慮者利⽤施設における避難
計画の作成及び避難訓練の実施

・地域防災計画に⽔防法及び⼟砂災害防⽌法に基づく要配慮者利⽤施設を位置づける。
・避難確保計画作成及び避難訓練に関する要配慮者利⽤施設管理者への指導助⾔。
・2021年度までの避難確保計画策定と避難訓練実施の進捗管理を協議会において⾏う。

・その他河川についても、想定最⼤規模の降⾬による浸⽔想定区域図作成と併せて、本府独
⾃で公表する洪⽔リスク表⽰図の更新、公表を⾏う。

浸水実績等の周知 協議会の場等で浸⽔実績等に関する情報を共有し、市町において速やかに住⺠等に周知。

【洪水浸水想定区域図による水害（防災）ハザードマップの作成と周知】
・想定最⼤規模の降⾬による浸⽔想定区域図作成後、その区域にある市町は速やかに当該
浸水想定区域図等に基づく水害（防災）ハザードマップの作成・周知。
・水害（防災）ハザードマップの改定後は、市町は速やかにそのデータを国に提供するととも
に、国において速やかに国⼟交通省ハザードマップポータルサイトへ登録し、住⺠等へ広く周
知。
・市町は、水害（防災）ハザードマップを訓練等への活用について検討した上で実施。

⽔害ハザードマップの改良、周知、
活用

防災教育の推進 教育委員会等と連携・協⼒して、学校における防災教育を充実させる。

決壊までの時間を少しでも引き延
ばす堤防構造の⼯夫（危機管理
型ハード対策）

協議会等において、堤防補強を⾏う河川の対象区間及び対策内容を確認、進捗管理を⾏
う。
（余裕高部、パラペット、天端部の補強等）

危機管理型⽔位計、河川監視⽤
カメラの整備

・協議会の場等を活⽤して、危機管理型⽔位計の設置について、その位置の検討や調整を
⾏い、順次整備を実施。
・協議会の場等を活⽤して、危険管理型⽔位計の配置状況を確認。

システムを活用した情報共有 ⼟砂災害の防災情報ページの更新に合わせ、市町の⼟砂災害に有効な取り組み事例など
様々な情報を共有できるページを作成。

河川防災ステーションの整備

地区単位土砂災害ハザードマップ
の作成促進

市は、指定が完了した⼟砂災害警戒区域等に基づき、要配慮者利⽤施設を含む箇所は
2017年度までに、それ以外の箇所は2021年度までに地区単位ハザードマップの作成を⾏
い、府は作成を支援する。

基礎調査の実施と公表と土砂災
害警戒区域、土砂災害特別警戒
区域の指定

・基礎調査１巡⽬が完了し、2017年度より2巡⽬の調査に着⼿、前回からの地形変化につ
いて調査を実施し、変化が認められれば速やかに土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒
区域の⾒直しを⾏い、その結果の公表を⾏う。
・調査は概ね５年に1度実施する。

削 除 項 目



⽬標を達成するために概ね５年間で実施する具体的な取組（案）
 具体的な取組の柱

 事 項
地
域
住
⺠

関係者

警
察
・
消
防

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

運
輸
事
業
者

河
川
室

泉北地域⽔防災連絡協議会

港
湾
・
水
産
部
局

主な取組内容
目標期間

上段︓開始時期
下段︓達成時期

関係機関の役割分担

大阪府 国
鳳
土
木
事
務
所

近
畿
地
整

気
象
台

実施する機関
【● ︓ 実施済（実施中） ◎︓概ね5年間で実施する予定】
市町

危
機
管
理
室

事
業
管
理
室

具体的な取組

堺
市

和
泉
市

泉
大
津
市

高
石
市

忠
岡
町

資料４

（２）的確な水防活動のための取組

 ①水防体制の強化に関する事項

 ②市町庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進に関する事項

（３）氾濫⽔の排⽔、浸⽔被害軽減に関する取組

 氾濫⽔の排⽔、浸⽔被害軽減に関する取組

水防に関する広報の充実（水防
団確保に係る取組）

協議会の場等を活用して、水防団員（消防団員）の募集、自主防災組織、企業等の参加
を促すための具体的な広報の進め方について検討する。

重要⽔防箇所の⾒直し及び⽔防
資機材の確認

・特に重要な水防区域、重要水防区域について協議会で確認
・河川管理者と関係者による河川巡視点検の実施
・⽔防資機材については、河川管理者、⽔防管理者で備蓄状況等を確認

水防団（消防団）間での連携、
協⼒に関する検討

協議会の場等を活⽤して、⼤規模な氾濫に対してより広域的、効率的な⽔防活動が出来る
よう、関係者の協⼒内容について検討する。

水防訓練の充実 大和川地域防災総合演習、市町による水防演習について、より実践的な訓練となるよう、訓
練内容を検討する。

市町庁舎や災害拠点病院等の機
能確保のための対策の充実（耐
水化、非常用発電機等の整備）

協議会の場等において、浸水想定区域内の市町本庁舎や災害拠点病院等に機能確保に
関する情報を共有し、各施設管理者に対し、耐⽔化や⾮常電源等の整備を施設管理者に
働きかける。

市町庁舎や災害拠点病院等の施
設関係者への情報伝達の充実

協議会の場等において、浸水想定区域内の市町本庁舎や災害拠点病院等に関する情報を
共有し、各施設管理者に対する浸⽔時の情報伝達体制・⽅法について検討する。

排水施設、排水資機材の運用方
法の改善及び排水施設の整備等

協議会の場等を活用して、水害リスク情報を共有するとともに、現況の施設・機材の情報につ
いて共有する。

浸水被害軽減地区の指定 ・想定最⼤規模の降⾬による浸⽔想定区域図のデータを市町に提供
・浸水被害軽減地区の指定にあたり、協議会の場等を活用して、今後の指定予定や指定に
あたっての課題を⽔防管理者間で共有する。



⽬標を達成するために概ね５年間で実施する具体的な取組（案）
 具体的な取組の柱

 事 項
地
域
住
⺠

関係者

警
察
・
消
防

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

運
輸
事
業
者

河
川
室

泉北地域⽔防災連絡協議会

港
湾
・
水
産
部
局

主な取組内容
目標期間

上段︓開始時期
下段︓達成時期

関係機関の役割分担

大阪府 国
鳳
土
木
事
務
所

近
畿
地
整

気
象
台

実施する機関
【● ︓ 実施済（実施中） ◎︓概ね5年間で実施する予定】
市町

危
機
管
理
室

事
業
管
理
室

具体的な取組

堺
市

和
泉
市

泉
大
津
市

高
石
市

忠
岡
町

資料４

（４）河川管理施設の整備等に関する事項

 河川管理施設の整備等に関する事項

（５）減災・防災に関する国の支援

 減災・防災に関する国の支援

決壊までの時間を少しでも引き延
ばす堤防構造の⼯夫（危機管理
型ハード対策）

協議会等において、堤防補強を⾏う河川の対象区間及び対策内容を確認、進捗管理を⾏
う。
（余裕高部、パラペット、天端部の補強等）

・洪水浸水リスクの高い地域において、水門等の自動化・遠隔操作可を優先的に整備する対
象施設を抽出する。

砂防施設整備の重点化 ⼟砂災害警戒区域及び⼟砂災害特別警戒区域の中から、災害発⽣の危険度及び災害発
⽣時の影響度により、対策箇所の重点化を図り整備を進める。

河川管理の⾼度化の検討 開発したドローンについて、国からの情報提供を踏まえ、活用方法を検討する。

堤防等河川管理施設の整備（洪
⽔氾濫を未然に防ぐ対策）

・現在の河川整備の状況、河川整備計画の内容、今後の整備方針について協議会で共有
する。

樋門・樋管等の施設の確実な運
用体制の確保

水防災社会再構築に係る地方公
共団体への財政的支援

防災安全交付⾦制度を活⽤し、⽔防災意識社会再構築の取組を市町に対し⽀援する。

災害時及び災害復旧に対する⽀
援

・災害復旧事業にかかる市町⽀援として研修やマニュアルの充実を図る。
・⼤阪府における災害復旧事業の事務⼿続きを詳しく記載した「災害査定マニュアル」は策定
済。

適切な⼟地利⽤の促進 ・すべての府管理河川で洪⽔リスク表⽰図の公表を実施。
・関係機関（市町開発窓⼝、不動産関係事業者、農業組合など）への⽔害リスクの周知。

代⾏制度による都道府県に対する
技術支援

⾼度な技術⼒が必要な⼯事について、府が国等に対して要請を⾏う代⾏制度について共有
を⾏う。

補助制度の活⽤ ⼟砂災害特別警戒区域内の既存家屋の移転・補強に要する費⽤の⼀部に対し、補助⾦
（住宅・建築物安全ストック形成事業など）の適⽤を可能とするため、市は要綱の作成を⾏
い、積極的な補助制度の活⽤を推進する。

災害情報の地方公共団体との共
有体制強化

・統合災害情報システム（Dimaps）の利⽤促進に向けた国との災害情報の共有化
・災害発生時、府、市町が速やかに大阪府防災情報システム（O-Dis）を活用した被災情
報等の共有を図る。

・河川施設の維持管理（施設の⽼朽化・堆積⼟砂・草⽊対策等）について協議会で共有
する。

・津波水リスクの高い地域において、水門等の自動化・遠隔操作可を優先的に整備する対象
施設を抽出する。
（2017年度までに芦⽥川、王⼦川⽔⾨は１回線による遠隔化を実施済み）



出典：淀川管内水害に強い地域づくり協議会（大阪府域）資料より

（事例）他の協議会での取組方針表
資料４



台風第２１号振返り

平成２９年度 泉北地域水防災連絡協議会

1

資料５



【鬼怒川緊急対策プロジェクトの概要（ＰＲ）より抜粋】

平成27年9月 関東・東北豪雨による被害の状況

2



平成28年8月 北海道・東北地方豪雨による被害の状況

3「中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方について」答申（平成29年1月）より抜粋



平成29年7月 九州北部豪雨による被害の状況

「平成29年７月九州北部豪雨災害を踏まえた避難に関する検討会」資料より抜粋 4



総雨量

府平均 226㎜

大阪市平均 186㎜

北大阪平均 162㎜

東部大阪平均 191㎜

南河内平均 289㎜

泉州平均 301㎜

最大総雨量 537㎜
北田中（和泉市）

20日12時～23日12時の総雨量

最大時間雨量（正時）

第1位
北田中（和泉市）

22日15:00～16:00 36㎜

第2位
赤峰（河内長野市）

22日20:00～21:00 26㎜

第3位
深日（岬町）

22日19:00～20:00 25㎜

第4位
国分東条（柏原市）

22日22:00～23:00 25㎜

第5位 日根野（泉佐野市）

22日15:00～16:00 24㎜

大阪府では、本州南岸の前線で長雨が続いた後、台風第21号の北上に伴い22日夜遅くから23日明け方にかけて発達した雨雲がかかり、総雨量が多く
記録的な大雨となった。 20日12時から23日12時までの総降水量は、多いところで500ミリを超えた。日雨量は、多いところで南河内地区で263ミリ（253.3ミ
リ）、泉北地区で356ミリ（284.4ミリ）、泉南地区で259ミリ（340.5ミリ）だった。 ※（ ）は「大阪府の計画雨量」における日雨量の年超過確率1/500の雨量
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（㎜
） 「北田中」地点の雨量

◆総雨量537㎜
大阪の年間降雨量の1/3超
◆日雨量356㎜

北田中

537
409
水分

父鬼 390

※図は大阪府水防災テレメーター雨量観測所及び土砂災害テレメーター雨量観測所の一部を表示 （20日12時～23日12時）

10月22日21:00

土砂災害警戒判定メッシュ情報

10月22日21:00

大阪府域における台風第21号と前線による大雨の気象概要

高解像度降水ナウキャスト

5



○大阪府所管公共土木施設被害状況 平成29年12月補正ベース

道 路 の通⾏規制復旧状況
被災直後（H29.10.24日時点）
全面通⾏⽌ 42箇所
片側交互 14箇所

56箇所

交通開放完了
（H29.11.21日時点）

46箇所

一般国道 309号 千早赤阪村水分（水越トンネル入り口） ほか

道路上に⼟砂や流⽊が流出。全⾯通⾏⽌め措置。 緊急対応業者により崩土等を除去し、速やかに交通開放

（被災直後） （対応後）
⼟砂流出

一般国道 310号 河内⻑野市末広町 ほか

路肩が崩壊し全⾯通⾏⽌め措置 被害拡⼤を最⼩限に抑える措置をとり、全⾯通⾏
止め

（被災直後） （応急対応後）

応急養生
一級河川⻄除川 大阪狭山市茱萸木 ほか

（被災直後） （応急対応後）

決壊防止

河床洗掘による護岸の崩壊により⺠有地に影響あり応急対応の大型土のうを設置し決壊防止対策を図る

二級河川槇尾川 和泉市仏並町緊急本復旧
（被災直後） （対応状況）

河床洗掘により護岸が崩壊し、護岸背面の人家にも影
響が及ぶ一刻をあらそう非常に危険な状況。

崩壊護岸にコンクリートを打設し、安全性を確保。住⺠に⼀時避難をお願いし、ただちに現場着⼿を図る。

（対応状況）

主要地方道⼤阪⽣駒線（阪奈道路） 東大阪市善根寺

緊急対応業者により崩土等を除去作業を開始

（対応中）

交通規制対応

応急対策⼯事が完了するまでの間の交通規制対応 応急対策⼯事を完了し⽚側交通開放

公 園 の応急対応状況

山田池公園 枚方市山田池公園地内 ほか
（被災直後）

（対応後）

倒⽊処理

暴⾵による倒⽊で園路を塞いでいる状況 倒⽊を伐採し園路の安全性を確保
（職員、指定管理者により対応）

※上表の件数は、平成29年12⽉補正（第４号）予算における災害復旧事業で実施する⼯事箇所として、岸和⽥⽜滝⼭⾙塚線、
国道173号、 箕面公園など51箇所に加え、倒⽊処理などの維持補修や測量設計などを含む全案件数を記載したものである。

河 川 の緊急対応状況砂 防・

被災直後（H29.10.24日時点）
人家等への影響がある
など緊急性があるもの 30箇所

応急対応等完了
（H29.11.21日時点）

30箇所

本復旧完了予定
（次期出水期までに）

28箇所
（残り2箇所は災害関連緊急

対策事業で整備）

残る規制箇所
片側交互 4箇所
全面通⾏⽌ 6箇所

（応急対応後）

（対応中）

事業区分 施設区分 対応内容 件数

公共土木施設
災害復旧事業
（公共）

河川
現場の応急復旧を⾏い災害査定へ向け準備
※大阪府の災害査定はH29.12.19〜22で実施予定

27

道路 12

公園 4

小 計 43

公共土木施設
災害復旧事業
（単独）

河川 設計が完了した時点で⼯事発注 8

調査・測量・設計委託 災害復旧事業の設計等 14

小 計 22

その他維持工事
（※施設被害なし）

道路法⾯崩壊、河川⼟砂堆積 流出⼟砂の積込・運搬・処分 91

倒木 倒木の積込・運搬・処分 39

交通規制 交通誘導員（府職員含む）の設置 7

地すべり、がけ崩れ 災害関連緊急対策事業へ申請予定 2

その他 フェンス補修、土のう設置等 44

小 計 183

合 計 248

台風第21号による公共土木施設被害の復旧状況について
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○大阪府内の大規模な公共土木施設被害状況
道 路 一般国道 173号 兵庫県篠山市福住

河 川 二級河川牛滝川 岸和田市大沢町

公 園 箕面公園 箕面市箕面公園1-18

開園区間

昆虫館

西江寺

至 箕面駅
徒歩５分

開園区間

戻岩橋

修業の古
場

し げ の こ
ば

滝道における
通⾏⽌め区間

瀧安寺

応急復旧を
完了させ
開園した区間

箕面大滝

主園路沿いで法⾯の崩落（幅約 40ｍ×高さ約50ｍ）や多数の倒⽊が発⽣し、⼀部で路⾯の⻲裂も確
認され、更なる法⾯崩落の危険もあったため、通⾏⽌めを実施。このため、今シーズンは箕面駅から
滝まで直接歩いて登ることはできない。

延⻑約40ｍ、⾼さ約７ｍのブロック積擁壁が崩壊。⼟砂等により道路が閉塞。崩壊部の斜⾯上部
では、幅約60ｍ、⾼さ約５ｍの滑落崖が確認されており、現在も崩壊が進⾏している状況。
また、すぐ隣の法⾯も広範囲でブロック積擁壁や吹付モルタルに⼤きなひび割れが⼊っている。

台風第21号による豪⾬により、北側斜⾯から⽜滝川に⼤量の⼟砂が流⼊し、河道閉塞（閉塞⾼平均10m程度）が発⽣。また、降⾬に伴う湛⽔位上昇によっ
て、府道岸和田牛滝山貝塚線（施設被害あり）及び上流域の⼤沢集落に浸⽔被害が発⽣。

主園路（滝道）

⼤規模⼟砂崩落範囲

土砂崩壊箇所の全景（ドローンによる撮影）

倒⽊処理を⾏い園路を確保

●これまでの取組み

・カメラ・水位計を設置し、現地状況のリアルタイム監視。
・国の土砂災害専門家が現地調査を実施。
・上流部の河川に堆積した⼟砂を撤去
・⼟砂ダム上流部のポンプ排⽔を実施。
・復旧⼯事を実施する施⼯業者を決定。

道路の崩壊

河道閉塞

牛滝川

地盤伸縮計による地盤変動量の観測

幅W=60m

高さ
H=5m

滑落崖

国道173号

高さ
H=5m

道路閉塞

滑落崖

法⾯崩落箇所全景（ドローンによる撮影）
⼟砂崩落箇所全景（ドローンによる撮影）

現場を確認する沖村教授、国、府の職員

・主園路の倒⽊などを可能な範囲で撤去し、
11月11日（土）より、通⾏⽌め区間を縮⼩。

・⼟質調査、測量作業を完了。
・復旧⼯事を実施する施⼯業者が決定。

●これまでの取組み

●これまでの取組み

●現在の取組み

・国の道路防災ドクターによる調査方法や対策工法等の技術的助言。
・設計コンサルタントの決定。
・ドローンによるレーザー測量。
・地盤伸縮計の設置し変位の計測。
・復旧⼯事を実施する施⼯業者を決定。

●現在の取組み
・ポンプ排水を継続。
・仮排⽔路の設置を開始。
・設計コンサルタントによる復旧計画の検討。
・崩落⼟砂撤去のための⼯事⽤進⼊路の設置準備。

道 路 主要地方道岸和田牛滝山貝塚線 岸和田市大沢町

・被災箇所の倒木、土砂撤去を引き続き実施。
・⼟質調査、測量成果をもとに詳細設計を実施。

●現在の取組み
・地盤の動きを引き続き観測。
・設計コンサルタント、施⼯業者と連携して復旧⼯法を検討。

台風第21号による公共土木施設被害の復旧状況について
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アメダスの累積雨量（２１日０時～２３日９時

累計雨量 １８０分 ６０分

鳳 261 55 21

泉ヶ丘 274 56 20

横山 364 62 23

春木川 373 62 23

父鬼 386 63 24

善正 352 60 22

北田中 532 101 37

気象庁資料 気象庁資料

台風第２１号による泉北地域の気象概要

台風２１号降雨の特徴は

「台風前の梅雨前線の影響も重なって、雨
雲が停滞し、２０～３０㎜/ｈ程度の雨が長時
間継続した降雨」といえる。

長雨の影響により、大河川での水位上昇や
山間部の多くの箇所で土砂災害となった。
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鳳累計雨量

鳳管内の降雨状況（２１日０時～２３日９時）

鳳累計 261mm 泉ヶ丘累計 274mm

横山累計 364mm 北田中累計 532mm

台風第２１号による泉北地域の気象概要
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○ 通行止路線と規制状況

台風第２１号による泉北地域の道路状況

規制状況 規制状況 規制状況

旧R４８０号線 10/22 12:45 通行止 11/10 10:30 全線開放

堺かつらぎ線 10/22 15:00 通行止 11/6 10:30 全線開放

槇尾山仏並線 10/22 15:30 通行止 10/24 21:45 全線開放

父鬼和気線 10/22 19:00 通行止 10/24 21:45 全線開放

三林岡山線 10/22 14:00 通行止 10/30 9:30 全線開放

新R４８０号線
（国分TN)

10/22 21:50 通行止 10/24 17:20
交互通行
規制切替

10/25 16:30 全線開放

新R１７０号線 10/22 23:10 通行止 10/24 15:30
１車線規制

切替
10/31 16:00 全線開放

（歩道は規制）

府道名
通行規制 通行規制（途中） 規制解除

日時 日時 日時

２０日間通行止め

１６日間通行止め

10



○ 管内河川の水位状況

発表 解除

和泉市 22日11:50 24日20:40

堺市 22日12:50 24日20:40

○ 土砂災害警戒情報 ○ 管内の公園について

大阪市、堺市に暴風警報発表
浜寺公園、大泉緑地、住吉公園、住之江公園
を閉鎖

（１０／２２ １２：３０～１０／２３ ０２：３９）

台風第２１号による泉北地域の水位等状況

土砂災害警戒情報が２日半継続
11

河川 基準点名 水位高さ 日時 水位 水位

槇尾川 川中橋 2.41 22日19:40 1.90 22日15:20 ～ 23日0:40 2.20 22日16:40 ～ 22日23:40

石津川 戎橋 4.03 22日21:20 3.85 22日20:20 ～ 22日23:30 4.20 － ～ －

石津川 万崎橋 3.69 22日22:40 3.10 22日19:40 ～ 22日23:50 3.45 22日20:40 ～ 22日23:20

牛滝川 高板橋 2.98 22日21:50 2.35 22日19:40 ～ 23日1:20 2.60 22日20:10 ～ 23日0:40

槇尾川 桑原大橋 3.38 22日21:00 4.30 － ～ － 4.65 － ～ －

大津川 楯並橋 2.39 22日20:20 3.50 － ～ － 3.65 － ～ －

芦田川 加茂 1.00 22日21:20 1.45 － ～ － 1.55 － ～ －

基準点名 避難判断水位 氾濫危険水位最高水位

超過期間 超過期間



芦田川加茂 １．００ｍ（２２日２１：２０） 石津川戎橋 ４．０３ｍ（２２日２１：２０）

牛滝川高板橋 ２．９８ｍ（２２日２１：５０） 槇尾川川中橋 ２．４１ｍ（２２日１９：４０）

台風第２１号による泉北地域の水位状況（河川カメラ）
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○ ４市１町の避難勧告等発令状況

○ ４市１町の避難所開設及び避難者数の状況

市町村名
避難所
開設数

避難者数
(勧告)

避難者数
(指示)

避難者数
(自主)

堺市 110

泉大津市 11 18 － 24

忠岡町 3 90 － 18

和泉市 12 － 126 －

高石市 1 － － －

ピーク時 599名

台風第２１号による泉北地域の避難体制状況

13

堺市 土砂災害 南区の一部 10月22日 7:30 10月22日 13:30 10月22日 18:00 10月23日 17:30

堺市 土砂災害 東、南、中、美原区の一部 10月22日 13:30 10月22日 14:30 10月22日 18:00 10月23日 17:30

堺市 土砂災害 中区・西区・南区・北区の一部 10月22日 14:30 10月22日 18:00 10月23日 17:30

堺市 西除川 東区、美原区の一部 10月22日 21:15 10月23日 3:00

堺市 石津川 中、西、南区の一部 10月22日 21:15 10月23日 3:00

堺市 大和川 大和川沿川地域 10月22日 19:45 10月22日 21:55 10月23日 3:00

泉大津市 牛滝川 板原町５丁目 10月22日 21:05 10月23日 3:30

忠岡町 牛滝川 忠岡東２・３丁目、馬瀬、北出、高月南、高月北の全域 10月22日 21:45 10月23日 3:25

和泉市 地すべり 国分町338-3から国分町365番地 10月24日 15:00 10月27日 16:50

和泉市 牛滝川 牛滝川流域の高板橋周辺 10月22日 21:50 10月23日 3:00

和泉市 槇尾川 槇尾川流域 10月22日 16:00 10月22日 18:30 10月23日 3:00

和泉市 土砂災害 南横山校区、横山校区、南松尾地区 10月22日 12:00 10月22日 16:00 10月24日 20:40

避難指示（緊急） 避難解除市町村名
河川・土砂・
その他

地区名
避難準備・高齢者
等避難開始

避難勧告



・ （新）１７０号 和泉市仏並町

被災直後 応急後

・ Ｒ４８０号 国分ＴＮ

被災直後 応急後

台風第２１号による泉北地域の公共施設被害（道路）
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被災直後 応急後

・ 堺かつらぎ線 和泉市善正町（片側通行を継続中）

被災直後

・ 三林岡山線 和泉市のぞみ野

被災直後 応急後

台風第２１号による泉北地域の公共施設被害（道路）
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柳⽥橋

・ 槇尾川 新槇尾大橋下流左岸（復旧済み）

被災直後

被災直後

・ 槇尾川 柳田橋上流右岸（護岸流出範囲をバリケードで閉鎖）

台風第２１号による泉北地域の公共施設被害（河川等）
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⑮牛滝川 高橋下流左岸（張ブロックを復旧予定）

⑯牛滝川 中板橋下流左岸遊歩道（陥没箇所を復旧予定）

被災直後

被災直後

応急後

応急後（バリケードで閉鎖）

台風第２１号による泉北地域の公共施設被害（河川等）
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台風第２１号による泉北地域の公共施設被害（地すべり）
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大阪府和泉市の警報等発表状況

暴⾵警報・強風注意報

大阪府気象情報

10/21 10/22

10月の⽉降⽔量の
平年値114.9ミリ

大雨警報・注意報 土砂災害

洪水警報・注意報

土砂災害警戒情報 11:50

アメダス︓⼤阪府熊取町熊取(くまとり)

9:30

12:42
土砂災害・浸水害

3:37 12:30

6

23日09時まで
338.0ミリ

5:35

2 3 4 5 7 8 9 10

10/23

土砂災害
2:49

15:15 2:49

12:00
和泉市の一部に
避難勧告

16:00
和泉市の一部に
避難指示 (緊急)

1

16:17 5:353:37 12:30

土砂災害警戒情報

警報

警報発表の可能性
に言及した注意報

注意報

【平成29年10月21日０時～23日９時まで】

23日16:18

24日20:40

24日20:48

ホットライン
4:50

土砂災害警戒情報
発表の⾒込み

17:00
⼟壌⾬量指数がこれ
までに経験の無いレ
ベルまで上昇している

☎
1

20日 16:52発表
11:35

土砂災害警戒情報
発表の事前連絡

7:55
土砂災害警戒情報
解除の⾒込み

☎ ☎

能動的担当者
ホットライン

受動的担当者
ホットライン
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●ホットライン実施
⼟壌⾬量指数の履歴が１位を更新した市町村に対して、気象台担当者から市町村担
当者に「これまでに経験がないほど、⼟砂災害の危険度が⾼くなっている」旨解説

１９９１年以降で、土壌雨量指数が
履歴１位を更新した地域

土壌雨量指数履歴順位
２０１７年１０月２２日２２時３０分

高
危
険
度

低 今後の情報等に留意

極めて危険
非常に危険
警戒
注意

土砂災害警戒判定メッシュ情報
（⼤⾬警報（⼟砂災害）の危険度分布）

極めて危険な格子が広がり、その格子では統計
開始以来で一番高い指数が出現

⼟壌⾬量指数が履歴１位を更新（平成２９年台⾵第２１号）
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平成ｘｘ年ｘｘ⽉ｘ日ｘｘ時ｘｘ分ｘｘ地方気象台発表
ｘｘ市
【発表】暴⾵，波浪警報 ⼤⾬，雷，濃霧注意報
【継続】高潮注意報
××市 今後の推移（ 警報級 注意報級）

発表中の
警報・注意報等の種別

７日 ８日

21-24 0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18 18-21 21-24

大雨

１時間最大雨量

(ミリ)
10 10 30 30 50 50 50 30

（浸水害）

暴風

風向
風速
（矢印・
メートル）

陸上 15 18 20 22 22 25 18 15 15

海上 20 22 25 28 28 30 22 20 20

波浪 波高（メートル） 5 5 8 8 8 9 8 7 7

高潮 潮位（メートル） 0.7 0.7 0.8 1.0 1.8 2.0 1.8 1.2 1.2

◯ 災害発生の危険度の⾼まりを評価する技術の開発
（表⾯⾬量指数・流域⾬量指数）

◯ 大雨警報・洪水警報等を発表した市町村内において
どこで実際に危険度が⾼まっているかを確認できる
危険度分布の提供

◯ 危険度分布の技術を活用した大雨特別警報の発表対象
区域の改善

基本的方向性
◯社会に大きな影響を与える現象について、可能性が高くなくとも発生のおそれを積極的に伝えていく。
◯危険度やその切迫度を認識しやすくなるよう、分かりやすく情報を提供していく。

交通政策審議会気象分科会提言「「新たなステージ」に対応した防災気象情報と観測・予測技術のあり方」 （平成27年7月29日）より

平成29年度出⽔期に実施した防災気象情報の改善の概要

改善Ⅲ 危険度分布（メッシュ情報）の充実

改善Ⅱ「警報級の可能性」の提供

改善Ⅰ 危険度を色分けした時系列
◯ 今後予測される⾬量等や危険度
の推移を時系列で提供

◯ 危険度を⾊分け

注意報・警報

（文章形式）

◯ 夜間の避難等の対応を支援する観点から、
可能性が高くなくても、「明朝までに警報級の現象に
なる可能性」を夕方までに発表

◯ 台風等対応のタイムライン支援の観点から、
数日先までの警報級の現象になる可能性を提供

【現在】

【改善策】

日付 明朝まで 明日 明後日 （金） （土） （日）

警報級の
可能性

雨 中 － － 中 高 －

風 中 － － 高 高 －

H29.5.17
提供開始

H29.5.17
提供開始

【降雨により災害発生の危険度が高まるメカニズム】

21



大雨警報(土砂災害)の
土壌雨量指数基準

基準を超えると予想したとき

大雨注意報の
土壌雨量指数基準

土砂災害警戒情報
発表基準線(CL)

60分
間
積
算
雨
量

土壌雨量指数

予想
（点線）

実況
（実線）

土砂災害がいつ起きても
おかしくないエリア

土砂災害警戒情報発表

連携案方式

【現行】
大阪府と気象台の二つの基準で発表

AND⽅式の現⾏CL基準設定の⾒直しを⾏い、新たにCL基準を設定。
CL設定対象災害を100％捕捉しつつ、現⾏CLと比べると空振りが減少。

【平成３０年２月８日から】
一つの基準で発表

土砂災害警戒情報発表基準（CL基準）の⾒直し
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大阪府土砂災害の防災情報をリニューアル（２月８日運用開始）
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泉北地域水防災連絡協議会・今後のスケジュール 

 
 
 

平成２９年度 

○ ⾏政ＷＧの開催（２⽉〜） 
 
 
 
 
 

平成３０年度 
 
 

○ 防災・減災対策の取組方針について 
※５年間で取組む防災・減災対策に関する取組⽅針 

○ 平成３０年度⼤阪府⽔防計画の改正について 
※規約改組前の連絡協議会での取組みも協議 

※平成 3０年度以降 

 

○ 現状の各機関が取組む防災・減災対策の把握 
○ 防災・減災対策の目標設定 
※５年間で取組む防災・減災対策に関する⽅針案を作成 

H30.5月（予定）協議会 

協議会⇒取組方針の進捗点検、修正等の確認 
      多機関連携型タイムラインの確認 
      その他、防災・減災対策に関する確認 

⾏政ＷＧ⇒取組方針案の進捗点検、修正等の協議 
        多機関連携型タイムラインの作成 
        その他、防災・減災対策に関する協議 

資料６ 


